
健康経営宣言

健康経営宣言

立川ブラインド工業は、経営基本方針のひとつとして「会社の繁栄と社員個人の幸福とが常に一致する経営」を

掲げており、社員の健康が会社の持続的な成長の重要な要素であると考えています。

社員の心身の健康を第一に考え、ワークライフバランスの最適化に向けた取り組みを強化し、社員の家族まで

幸福になる健康経営に取り組みます。

健康経営推進体制

人事担当取締役を健康経営責任者とし、健康経営推進事務局を中心として産業医、健康保険組合、労働組合、

安全衛生委員会と連携し、包括的に健康に関する取り組みを推進していきます。

また取り組み結果については、サステナビリティ委員会に報告・審議の上、取締役会に付議・報告されています。

行動目標

下記施策を実施し、ワークライフバランス向上、健康管理強化により、社員の活力と健康増進に繋げる。

・長時間労働抑制

・年次有給休暇の取得促進

・育児・介護支援、仕事と家庭の両立などへの取り組み推進

・全社員の定期健康診断受診を実行と有所見者に対する再検査受診の推奨
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